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医学教育の特殊性1
国内の医学部は82大学、1学年9000人強の学生 

2/3程度の教員には診療のミッションがあり、多くの
教員が少しずつ教育を担当している体制 

共用試験、国際認証などの整備が進んでおり、各大学
に、教育専門部署が存在

オンライン授業と言われても、同時にCOVID-19パンデ
ミックへの対応で時間を取られる臨床系の教員は対応す
るのが難しい。



医学教育の特殊性2
臨床実習という病院を場にした教育が必要 

COVID-19パンデミックへの対応のために、学生を引
き受けて病院内で臨床実習をおこなえない状況

3月から臨床実習が、ほとんどの大学でできなくなった



COVID-19パンデミックでの医学教育の課題

オンライン授業への対応 

臨床実習の対応



　慶應義塾大学医学部の対応

2月25日 学外臨床実習の中止

注）学生有志と作ったマニュアル 
　　http://mededu.jp/2020/04/04/オンライン授業の方法/

3月21日 オンライン授業への対応 
マニュアルの整備、スタジオの設営

3月26日 臨床実習の開始延期

4月24日 臨床実習もオンライン化



危機的状況では、教育体制を大きく
変更しなければいけないが、個々の
大学が判断するのは難しい。



イニシアチブを取れる可能性があったのは
全国医学部長病院長会議 

文部科学省高等教育局医学教育課 

日本医学教育学会



ユニットの会メーリングリスト
全国の医学部の医学教育部門（ユニット）をつなぐ
ツールとして、「ユニットの会」のメーリングリスト
が長年運用されており、今回の非常時においても、有
効な連携ツールであった。 

メールのコミュニケーションツールとしての弱点もあ
る。 
（例）気軽に質問できない 
（例）たくさんのメールが投稿されると、 
　　　受け手にとっても負担が大きい



医学教育Slack
3月29日にユニットの会のメーリングリストで、医学
教育Slackグループへの参加を呼びかけた。 

医学教育Slackでは、オンライン授業とコロナ対策に
テーマを絞り、医学教育関係者（教員、学生を含む）
を招待し、情報の共有をおこなった。最終的に、175
名の参加を得られた。



Slackとは
Slackはメールに変わるチームコラボレーションツー
ルであり、ビジネス向けチャットと考えるとわかりや
すい。 

アンケートをリアルタイムで実施できることや、テー
マごとにチャネルを作って、議論を深められるという
特徴がある。



4月初旬の時点でのアンケート
4月の臨床実習はおこないますか？ 

従来通りおこなう　　　　　16校 

開始日を遅らせておこなう　14校 

おこなわない　　　　　　　10校 

学外実習はおこないますか？ 

予定通りおこなう　　　　　　3校 

施設数など制限しておこなう　8校 

おこなわない　　　　　　　　24校



新型コロナウイルス感染症への対応状況サイト

Slackに流れる情報は、フロー型であり、最新情報が
流れる一方、ストックされた情報が見づらいという欠
点もある。 

全国の医学部の対応状況を横並びに一覧できるような
サイトの構築を試みた。 

Google ドキュメントでスプレッドシートを作成し、
各大学の教育ユニットの方に編集権限を付与して、随
時、各大学の状況を書き込んでもらうことで、各大学
の状況が一覧できるようにした。



http://mededu.jp/2020/04/04/医学部の新型コロナウイルス感染症への対応/
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まとめ
COVID-19パンデミックに対して、各大学だけで悩む
のでなく、インターネットツールを介して共有するこ
とで、各大学の負担を減らし、よりよい判断をする手
助けになる。 

大きな試練ではあるが、なかなか踏み出せなかったオ
ンラインを介した教育の仕組みが一気に整備された。
今後、新しい医学教育が展開できると希望をもってい
る。

Coming back better


